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宛旨「木す無・
ーを民会が断転
部明主l己 、転鍛

お示主お転敏幸。l
送し重量知総は周
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年五の教科都問題や昨年立以降

の病問岨問題 、
そして今回の
「附

紹ロ木
受』
をめぐる問題を細部

品

するま
ぞもなく 、
日中関係は

み

の潜在的な即断線構造を双方の岳

面の ，
燭益’
ゃ ，面子’
で無
せ

に盤Aロ
壱せ 、
そとに日中友好・6

的なつまづ品号 、
深刻な外貨不足一
私が近著『臼木人と中国人
一
いう紹
子をかぶせたにす管ない

などで大をく頓挫し 、
総額数百一
ととが大違い
｜｜「民母兄弟」
一
幻惣的
骨国家関係なのである
』

億円にものぼるトラブルがあち一
にみる
愛憎の構図』
（文芸春秋一
ら 、
そ
＋本質的な基盤はきわ
ι

ζちで生じている 。
歴史上 、
日一
ネスコブックス 、

一
九八六年）
一
て脆弱
骨といわざるを得ない 《一

中関係がとれほど安定していた一
で詳しく述べたように 、
「異母一
とうし
舟基盤において中国側
比

時期はないと宣伝され 、
わが国一
兄弟」
としての日中関係におい一

みずか
らが苦境におちいるた
止

の政・
財・
官界を貫く中国フィ一
ては 、
金銭上 、
経済上の恩恵関一
ごとに
件目批判を展開すると
」

lパl 、
日中関係には友好ムl一
係は厳につつしむべ含であるに一
ぅ ，甘
岳の伸明
治’
のなかで居
ム

ドが績溢していただけに 、
昨年一
もかかわらず 、
過度の密着があ一
ってい
品。

一

後半以降の日中経務関係の冷え一
ったのだから 、
当然の結果だと一
それ
品のに 、
一
連の教科符
比

込みは 、
きわめて印象的だ 。

一
もいえよう 。
加えて 、
一
九八二一
題や的
思問題にたいしては 、
L

三＝＝＝
・
・
・＝－＝＝＝－
－
－
－－－＝＝＝＝
・
・
・－・＝E
E－
－
・＝－z－－－－Z
E
－－＝＝＝＝＝
・
・
・－－2
E－＝
・
・
・＝
Ez－－－－－
－
－－＝＝＝＝＝
・
・
・－＝＝＝＝
i
－
－－＝＝＝・＝
・
・
・＝・＝＝＝・
・
・
・
E
E－－－F

わが党は 、
民主主義の理

日本社会党はその名のよ

一
歩み

一

念を基調として 、
賭般の

うに 、
日本において社会

三一われわれの直面して
．

制度 、
機械を刷新改符し

主義の実現を目的とする

一いる線題

文化的民主同家の完成を

政党である 。
云々

。

問一われわれの改革の自

期する 。

と紀してあり 、
次の公明党につ

一
線

と紀してあって 、
その性格すな
いては 、
同容の中に簡潔に四節

五一われわれの道

一

わち民主主義を基本にして自由
がとり上げられ 、
その中の第一
の五項
．とり上げられ 、
たと
L

社会を守るというととがはっき
節に

ば五項
ι「われわれの逝」
の
止

り示されている 。

人間性尊箆の中道主義を

頭に
一

一

しかるに 、
他の野党について

貫く 、
云々

。

わ
Lわれは 、
日本の社会

幽

は 、
まず社会党では

第二節に

に
みまね〈民主社会主義

の
理念を普及し 、
その制

度
へ一の具体化を計ろうと

す
ふものである 。
云々

。

などと
記しであったりして 、
い

ずれも
えの性格が 、

自民党のル

れのよ
ムに 、
必ずしも民主主吟

のみで
比なく 、
社会主義が併作

されてい一る 。

今社
会主義の何たるかを鈴吋

するい
よまはないが 、
同じ性格

を示す
ミHの中に 、
民主主餐と

社会主識の二つの表現があるか

写り 、
社
苔主義は 、

いかに「民

主」
の名
マ伴っていても 、
純然

たる民主
T－m混とは異質のものと

言わぎる
を畑町ない 。

とのよ
な性格の相違除 、
た

＝＝
－E
・－
Ez－－－
－
－
－－
E
EE
－－
・＝＝＝・＝

ま

日

中

関

係

を

問

う

東
京
外
語
大
教
授

中

白昆MVLH且，

雄

嶺

日本の民主主義を育てる会

中国の「開放」
政策にリγク

して始まった過去二 、
三年来の

臼中経済関係は 、
中国側の政策

担
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m
七月六自に行なわれた問白

川
選桜では 、
衆車酔両院とも自民

同
党のいわゆる大勝に終った 。

川
特に衆院は定日五一
二名中 、

町
三O四名という空前の多数議

由
席を獲得した 。
その勝因につ

川
いて一
言したい 。

一

端的に言えば 、
それは 、
ほ

川
とんどの国民は民主主義を基

山
調とする自由社会の堅持を望

岨
んでいるが 、
自民党とそはそ

川
の願望に疑いなくとたえ得る

町
政党と考えられているからだ

川
と考える 。

目
今試みに「日本の政党綱領

川」
（佐藤克行
き
という一
笹

川
によって 、
尖産党を除く主な

山
政党（自民 、
社会 、
公明 、
民

川
社など）
の綱飢ないし性絡を

…
調べてみると 、
自民党につい

川
ては同容の中に

四

綱領

川

党の性絡

川

党の使命

山

党の政綱

川
の四項がとりあげられ 、
その

…
中の三節に捗る「綱領」
の中

川
の口頭の一
節に

制

自

民

党

の

勝

因熊
谷
太
三

郎

（多
段
院
銀日）
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第二章

人間性社会主義に法づ含

円本の現状

云々
。

云々
。

平和革命と民族

第四節の末尾に

独立闘争

．

議会制民主主義の確立を

第三家
党の任務と性格

期す 。

第四章
社会主義の目的

などと記してあり 、
さらに民社

の四設がとり上げられ 、
特にそ
党については 、
同性の中に

の中の第四章「社会主一袋の目的

一
われわれの党の基本

」
は 、
mぬからぬの五節に渉り 、

原忍

その口頭のおに

こ
われわれの先駆者の
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( 1) 

管れもない「政治決都」
がなさ

れるのがつねであり 、
今回も日

本側はそのような対応に終始し

たのであった 。
しかし 、
とのよ

うな対応の積み重ねとそ 、
日中

関係における欺輸の蓄積にほか

ならず 、
その場かぎりの決着に

しかならないであろう 。

とのような「政治決着」
は 、

当而の政治的および外交的配慮

としてはあるいは妥当であって

も 、
日中関係の本質を大をく扱

うばかりか 、
双方に大をな禍根

を渡すととになるのではないか

日中関係それ自体にかんしては

わが闘が経済的にも社会的にも

中国よりもはるかに強い立場に

ありながら 、
道義的にはつねに

中国側に優位があり 、
日本側が

つねに中国にたいして外交上も

位負けするというパタlyを固

定化するととは 、
H中閣の潜在

的な際僚をさらに地幅させると

とになり 、
日本国民にやがて強

い反中国感情を随えつ
けるとと

にもなりかねない 。
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とえ綱領などを自にしなくて川

も 、
日常の言動を通じて当然m

図民の胸に映るはずであるか川

ら 、
異質なものと同居する野田

党の民主主義よりは 、
純然た一

る民主主義のみを理念とする叫

自民党の方に 、
国民がより多川

くの期待を持つに至るととは川

当然といえよう 。

一

ただとの場合付言したいと川

とは 、
純然たる自由社会を望凹

む国民がほとんどであり 、
と川

れにとたえる政党が 、
厳密に附

言えば 、
自民党 げたけであるの叫

にもかかわらず 、
現実には五川

一
二名の定数中その自民党が
一

位々
六割にみたない数にしか川

述しない点である 。
とれはιり回即

ラまでもなく 、
同党の現状に川

対する誤解や批判や 、
ないし川

は不伐がなお叡強〈同民の間”

に存在しているからだと言え川

ょう 。
従って自民党は 、
との”

さいあらためて 、
一
大反省を一

軍ね 、
将来一
そうの騒進を図刷

るため努力すベ舎であると考一

える 。
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日本外交は 、
一
九七八年互の

「靭櫛」
条項入り日中平和友好

条約の締結によって 、
日y関係

をはじめとする日本の外交的選

択肢をせばめたうえに（中国は

いまや反「羽権」
戦略という看

板を完全におろしてしまった）

日中関係の将来にたいしても大

ぎな呪縛を開附してしまったので

ある 。ととろで 、
中国側が今回も強

い浴勢で『新制日本史』
の符品号

変えを求めた直接的掛け長には 、

昨八五年十月十八円に 、
中間共

産党政河責任者の胡路邦総轡記

が日中二十一
世紀蚤貝会の席上

で表明した「中日友好関係発展

についての四点の意見」
（邦訳

『北京週報』一
九八五年第四十

三号）
に集約されている中国側

の公式見解があるととを忘れて

はならない 。
なぜなら 、
との胡

紐邦発言とそ 、
日中関係の歴史

的な経紛に照して将来的にも日

中関係を州制定しようとする中国

側の総括的な窓口品 、
つまり日中

関係にかんする中国側の正統な

歴史観の淡明にほかならないか

らである 。
胡澗邦の「四つの意見」
とは

大姿 、
次のとおりであった 。

て
中日友好関係を強化し 、
発

展させるととは 、
中日両国人

民の長期にわたる根本的利益

にかかわる大きな事柄であり

：・中日の長期友好事業を軽

視し 、
過小評価するような考

え方ややり方は・・・・・・怒りであ

る 。
二 、
臼本のどく少数の窓国主義

の頭目が引き起ζした中国侵

略戦争とその他の侵略戦争は

中国とアジア太平洋地域諸国

にきわめて大舎な災難をもた

らし 、
れ胤終的には日本人民に

もきわめて大きな災媛をもた

らした 。：：：ごく少数の人が

軍国主抑制を復活させようとす

る活動を容認・すべ
きではな

、ν
三 、
われわれ両国政府と両国人

民はともに両国政府が調印し

た中日共同声明と中日平和友

好条約に其剣に対処し 、
それ

を厳格に順守し 、
双方が確認

した平和友好 、
平等互恵 、
相

互信頼 、
長期安定の四郎則を…

＼｜｜ノ

〈〉まずもって 、
木

堅持しなければならない 。
…
ζト一
会主宰・
熊谷太三郎

四 、
中日友好がめざす汲高の目…一
－J

一
氏が参院選の福井県

擦は 、
子々
孫々
の友好を実現…一

ι
区一
選挙区で圧勝したと

するととである 。

ニ
AM
ご

とに 、
会員の皆さま

右の紛澱邦の「四つの意見」…
ll
l

と一
緒に心からお祝

は 、
あくまでも中国側の論理で…
いの言葉を申し上げる 。
同氏の

あって 、
そとには日本側として…
得票 、
三十万二千四百五十四葉

承服しがたい数々
の問題点が含…
は福井県選挙区の全市町村を制

まれている 。
との点については…
新し 、
得時閉率も六七・
二ニ労を

私はすでに別の機会に鮮しく述…
獲得した 。
間同数 、
得町川市中ともに

べたので（拙稿「中凶に呪縛さ…
福井県では前人未附聞の高い支持

れる臼

木｜｜日中関係と服史の…
であった 。

決算」 、
『緒君／』一
九八六年山
〈〉さま40まのお鈎をまいた岡

三月号、
多照） 、
ζζではとれ…
回選本とと 、
第三十八回衆院総

以上立ち入らないが 、
そもそも…
選挙と第十四国多院通常選拶は

日中関係や戦争宜任の問題を 、
…
自民党が圧勝した 。
安定多数 、

いわゆる績罪の窓織だけで考え…
絶対多数という表現が当てはま

るととには大きな陥穿があるのH
らないほどの見事な勝ちっぷり

であり 、
ましてや脳罪感を強要…
である 。
衆院では昭和三十年の

するかのような中国側の論理を山
保守合間後の最高記録をあっき

甘受するととは 、
かえって問題…
り上回る三百議席（追加公認を

の本質を免質してしまうととに…
含め三百四） 、
多院では過去最

なりかねない 。

…
高の七十二議席を狼得した 。
野

ととろで 、
今日の中国は白本一
党とくに社会党の凋落ぶりはひ

の中国侵略で一
千万以上の人命一
どい 。
「ニュl社会党」
と首つ

が硲われたと告発するけれど
ご
ても 、
大多数の国民は新しい魅

との数字は二千万とも 、
またニ…
カを感じなかった 、
と言える 。

千百万ともいわれるととがある…
〈〉今回の選挙結果については

） 、
国持民銀の侵略戦争による犠…
いるいろな分析 、
評価が行われ

牲ではなく 、
自民族による 、
し…
ている 。
とと暫くは同日選挙の

かも革命と反革命というその区一
余韻が続くととだろう 。
特に野

分すら怒意的で政治権力のいか…
党にとっては 、
単に党首のクピ

んによってたちどとるに評価も…
をすげ替えてすむ話ではない 。

逆転する革命後社会の八階級闘…
選挙中だけ「貨任野党として 、

争Vや八内戦Vで大量の生命が…
減税は必ず実行させます」
など

琢われた責任はどのように悶わ…
と口当たりのいいととを並べた

れるのであるうか 。
ととでは 、
…
てても 、
国民は信用しなかった

社会主義建設の初期の動乱期の…
のだ 。
選挙民の深府心理までは

悲劇については 、
あえて関わな…
わからないにせよ 、
自民党が圧

いが 、
「毛沢東思想」
を多数の…
勝したというのは 、
結局 、
大多

民衆が熱狂的に絞持した結果 、
…
数の人が自由主義体制を掲げる

中国共産党の見解によってさえ…
政党に自分の気持ちを託した 、

「文革期十年聞に死者は二千万…
と宮うととだるう 。

人にものぼり 、
何らかの被害を…
〈〉いつの抑制合でも 、
国民が示

絞った者は六憶にも述した」
と…
した判断はその時の政情を反映

いう状況をどのように ，限界’
…
する 。
閤政は当分 、
自民党絶対

するのかという問泌も存在する…
優位の体制が絞く 。
いま 、
盛ん

文革は中国内部の邪純であり…
に行われている野党への批判は

外都からの批判は併されないと…
そのまま 、
与党の責任に速なつ

いう論理はとの場合成り立たな…
てくる 。
為政者はおどらず 、
あ

い 。
なぜなら 、
文革による死者…
せらず 、
着実に政治に当たって

は 、
まさに政治とイデオロギー…
欲しい 、
と願う 。
その場合の指

による犠牲者だからである 。
中…
標となるのは自由主義体制の維

国が主張する階級の論理からす…
持 、
自他ともに清潔な政治を自

（ニ面下段に続く）
…
指す哀の民主主義であろう 。

「いま日中関係を問う　「民主主義-1986.07.25


